
令和3年度地域における看護師等の連携シンポジウムで報告

日時：令和4年2月19日（土）

場所：北海道看護協会（Web開催）

訪問看護ステーション出向支援事業について －経過と令和3年度の取り組み状況・概要－
訪問看護ステーション出向支援事業コーディネーター 清野 しのぶ

看護職間の連携について 市立札幌病院 看護部長 千葉 美恵子
看護師長 原田 和美
看 護 師 齋藤 さかえ
看 護 師 藤本 佳子
看 護 師 坪西 香

訪問看護ステーションくまさんの手 ケア部門統括管理者 松木 由理
参加者：77名

出向元の看護部長から、急性期病院に期待されることや地域医療支援病院として、急性期と在宅をつなぐ看護連携の促進の
ため、看護連携プロジェクト活動を立ち上げ、看護連携の取り組みの一つとして2週間、3名の短期出向支援事業に参加され
たことについて話された。
令和3年8月・10月・11月に参加された3名の看護師それぞれから、在宅療養されている児と家族の生活を知り、生活に合わ
せた支援の実際について学んだことが報告された。また、看護師長から出向事業に参加したスタッフの学びを共有し、児を
含めた家族の生活を重視した退院支援カンファレンスの検討をはじめ、外来・地域の関係機関との連携強化、地域のサービ
スや在宅療養支援に関する基礎知識を習得するための学習会の計画に取り組んでいると報告された。
出向先のケア部門総括管理者から、出向された看護師の方々と顔の見える関係を構築することにより、お互いの役割課題を
共有、今後の連携が強化されるきっかけとなったと報告があった。さらに、医療的ケアのあるなしに関わらず小児において
切れ目のない支援を実現するためには施設を超えてお互いの役割を知り、課題解決のために協働（連携・学ぶ場の創出）す
ることが重要と考えていることなどが話された。


